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去
る
、
6
月
15
日
（
水
）
午
後

1
時
か
ら
、ウ
ェ
ス
タ
川
越
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
第
5
回
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
田
紀
子
理
事
の
司
会
の
も
と

開
会
に
あ
た
り
、
会
員
物
故
者
に

対
し
て
、
全
員
で
黙
祷
を
行
い
ま

し
た
。

　

先
ず
、
芦
沢
義
男
理
事
長
の
挨

拶
の
あ
と
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
表

彰
規
程
」
に
基
づ
き
、
事
業
所
表

彰
8
社
及
び
会
員
特
別
表
彰
13
名

の
方
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
川
合
善
明
川
越
市
長

を
は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々
の
祝
辞

と
祝
電
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
定
時
総
会
の
議
長
を
千

代
田
隆
雄
理
事
が
、
定
款
の
定
め

に
従
い
つ
と
め
る
こ
と
に
な
り
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
吉
田
課
長
よ
り
会

員
数
２
、６
６
４
名
の
う
ち
総
会
出

席
者
が
２
、３
８
６
名
（
う
ち
委
任

状
１
、９
８
２
名
）
と
の
報
告
が
あ

り
、
議
長
が
定
足
数
の
充
足
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
報
告
事
項
（
①
監
査

報
告
、 

②
平
成
27
年
度
事
業
報
告
、

③
平
成
28
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
報
告
、
④
第
3
次
中
期

5
ヵ
年
計
画
）
が
報
告
さ
れ
、
引

き
続
き
決
議
事
項
（
①
平
成
27
年

度
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

（
正
味
財
産
増
減
計
算
書
）
の
承
認

の
件
、
②
会
員
会
費
規
定
の
一
部

改
定
の
件
、
③
役
員
の
報
酬
等
及

び
費
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改

◆ 

理
事
長
な
ど
を
選
任 

◆

　

な
お
、
総
会
後
開
催
さ
れ
た
理
事

会
に
お
い
て
、芦
沢
義
男
理
事
長（
代

表
理
事
）、鈴
木
治
雄
副
理
事
長
（
代

表
理
事
）、奥
冨
稔
雄
専
務
理
事
（
業

務
執
行
理
事
）
が
選
任
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

◆ 

退
任
役
員 

◆

　

今
度
の
総
会
で
任
期
満
了
に
な

り
、
退
任
し
た
役
員
は
次
の
各
氏

で
す
。
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

▽
舘
野
元
泰
（
理
事
）

▽
安
見
榮
一
朗
（
理
事
）

▽
大
塚
文
夫
（
理
事
）

▽
浦
野
弘
子
（
理
事
）

▽
齊
藤
重
文
（
理
事
）

▽
根
岸
孝
司
（
監
事
）

定
の
件
、
④
理
事
15
名
の
選
任
の

件
、
⑤
監
事
2
名
の
選
任
の
件
の

提
案
後
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

す
べ
て
の
議
案
は
、
提
案
ど
お

り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
鈴
木
治
雄
副
理

事
長
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
総
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
総
務
委
員
会　

増
田
）

理事長
（代表理事） 芦 沢 義 男 再任

副理事長
（代表理事） 鈴 木 治 雄 再任

専務理事
（業務執行理事） 奥 冨 稔 雄 再任

理　事 内 田 紀 子 再任

理　事 今 西 敏 雄 再任

理　事 増 田 武 夫 再任

理　事 千代田隆雄 再任

理　事 藤原孝四郎 新任

理　事 一 瀬 公 人 新任

理　事 佐々木建夫 新任

理　事 渡辺佳寿子 新任

理　事 荻 島 徹 夫 新任

理　事 小 林 勝 彦 再任

理　事 関 根 水 絵 新任

理　事 鹿 倉 　 隆 新任

監　事 西 川 孝 博 再任

監　事 荻 原 克 則 新任

ウェスタ川越で開催された定時総会

ウ
ェ
ス
タ
川
越
で
定
時
総
会
開
く

選任された役員

ウ
ェ
ス
タ
川
越
で
定
時
総
会
開
く
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委員長 副委員長 委　　員

総務委員会 奥 冨 稔 雄 芦 沢 義 男
鈴 木 治 雄 増 田 武 夫 千代田隆雄 渡辺佳寿子 荻 島 徹 夫

安全委員会 増 田 武 夫 今 西 敏 雄
一 瀬 公 人

野 村 　 清
熊 本 勝 美

柚 木 英 世
霜 田 孝 一

長 澤 正 代 見 村 一 治

就 業 対 策
委 員 会 千代田隆雄 藤原孝四郎

渡辺佳寿子 小 山 勝 治 髙草木  進 栗原テル子

広報委員会 荻 島 徹 夫 内 田 紀 子
佐々木建夫 仲 野 国 男 櫻 井 潤 子 熊田さち子

就業適正化
委 員 会 奥 冨 稔 雄 鈴 木 治 雄

荻 島 徹 夫
増 田 武 夫
藤原孝四郎

千代田隆雄
一 瀬 公 人

内 田 紀 子
細 川 　 清

佐々木建夫

事業所の表彰

会員の表彰
吉原和子様

（川越公共職業安定所所長）
川合善明様
（川越市長）

藤原孝四郎 理事

荻島徹夫 理事

一瀬公人 理事

関根水絵 理事

佐々木建夫 理事

鹿倉　隆 理事

渡辺佳寿子 理事

荻原克則 監事

平成28年度の委員会名簿

新
任
役
員

来賓あいさつ来賓あいさつ

平成28年度の委員会名簿
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地
区
長
・
班
長
合
同
会
議
開
く

リ
ー
ダ
ー
・　

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
会
も

地
区
長
・
班
長
合
同
会
議
開
く

リ
ー
ダ
ー
・　

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
会
も

　

去
る
、
５
月
27
日
（
金
）、
地

区
を
１
部
（
午
前
）、
２
部
（
午

後
）
に
分
け
、
平
成
28
年
度
第
1

回
地
区
長
・
班
長
合
同
会
議
が
セ

ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
委
嘱
書
の
交
付
式

が
あ
り
、
芦
沢
理
事
長
か
ら
地
区

長
代
表
、
班
長
代
表
に
そ
れ
ぞ
れ

委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
い
で
、
芦
沢
理
事
長
よ
り
、

　

平
成
28
年
度
の
仕
事
別
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

委
嘱
式
並
び
に
研
修
会
が
、
６
月

７
日
当
セ
ン
タ
ー
会
議
会
で
研
修

者
32
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

芦
沢
理
事
長
か
ら
委
嘱
書
の
授

与
が
あ
り
、
続
い
て
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
荻
野
事
務
局
長
か

ら
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概
況
に
つ
い

て
、
配
布
資
料
に
基
づ
き
説
明
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

研
修
は
、
千
代
田
理
事
か
ら
配
布

資
料
「
仕
事
別
グ
ル
ー
プ
の
確
か

な
運
営
を
目
指
し
て
」
を
基
に
、

適
正
就
業
の
要
点
、
請
負
就
業
、

仕
事
別
グ
ル
ー
プ
の
運
営
要
領
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を

通
し
、
会
員
相
互
が
地
域
に
お
け

る
就
業
状
況
の
把
握
、
グ
ル
ー
プ

の
在
り
方
な
ど
の
理
解
を
深
め
、

自
主
的
に
研
修
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
、
仕
事
別
グ
ル
ー
プ

の
確
か
な
運
営
に
寄
与
し
、
努
力

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
就
業
対
策
委
員
会　

内
田
）

第
５
回
定
時
総
会
の

運
営
が
う
ま
く
い
き

ま
す
よ
う
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
題
に
入
り
、
荻

野
事
務
局
長
よ
り
事

業
概
況
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
引
き
続

き
、
六
本
木
主
事
よ

り
、
第
５
回
定
時
総

会
開
催
に
当
た
り
招

集
通
知
及
び
議
案
書

の
配
布
、
出
欠
届
の

回
収
と
セ
ン
タ
ー
へ

の
提
出
方
法
に
つ
い

て
、
班
長
さ
ん
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
質
疑
応

答
後
、
鈴
木
副
理
事

長
の
閉
会
の
挨
拶
を

も
っ
て
、
会
議
は
終

了
し
ま
し
た
。

 （
総
務
委
員
会　

増
田
）

地区長・班長合同会議

地域班役員名簿

東 斉 藤 年 雄

1 猪 鼻 勝 治 松 本 和 男
2 竹 田 純 一 平 松 義 信
3 福 岡 　 昇
4 斉 藤 年 雄 佐藤不二男

南 小 山 勝 治

1 石 田 武 弘 北 川 之 教
2 島 村 勝 美
3 小 山 勝 治
4 原 　 　 弘 山 本 　 功
5 平 岩 真 一
6 鈴 木 建 治 原 田 三 次
7 山 本 雅 明
8 村 野 　 裕

西 新 井 勝 徳

1 小 杉 隆 夫 横 田 　 昭
2 赤 井 武 彦
3 依 田 森 勝
4 細 見 俊 雄
5 新 井 勝 徳
6 江 田 一 夫

北

中 村 政 夫

1 園 部 元 一
2 熊 本 勝 美
3 関 口 義 男
4 大 野 　 勇
5 三 好 信 雄 宮 原 　 茂

山
田

1 開 米 啓 介 加 藤 貫 一
2 田 中 竹 彦
3 宿 谷 　 旭

芳
野
・
古
谷

北 園 眞 澄
1 細 田 　 明
2 北 園 眞 澄 春 日 俊 男
3 秋 山 義 之 内 田 悦 司

南
古
谷

小 林 四 郎

1 立 石 義 一 岩 野 広 勝
2 小 林 四 郎 細 田 沖 夫
3 溝 添 康 麿 黒 川 義 弘
4 関 根 守 男 菊 池 信 司

高　

階
藤 崎 　 毅

1 村 山 國 廣
2 遠 藤 幸 夫
3 徳田佐一郎
4 柴 　 昌 實
5 飯 倉 道 夫
6 福 島 敏 雄
7 塚 本 達 夫
8 古 角 秀 明
9 岡 部 新 一

福　

原
上 野 孝 志

1 上 野 孝 志 坂 本 邦 広
2 石 川 三 郎 松 野 正 興
3 小 島 昌 治 田 邊 純 子
4 板 垣 太 郎 細 川 広 司

大　

東
加 藤 盛 之

1 髙 橋 和 広
2 江 原 道 政
3 大 輪 好 一
4 金 子 敏 夫
5 加 藤 盛 之
6 溝呂木芳男

地区 地区長 班 班長 副班長 地区 地区長 班 班長 副班長 地区 地区長 班 班長 副班長

霞
ヶ
関

藤 田 陸 生

1 川 邊 季 晴
2 栗原テル子
3 奈良村久雄
4 仲 　 　 隆
5 髙 林 国 伸
6 山 下 龍 七
7 水 澤 　 精
8 金 沢 　 実
9 藤 田 陸 生
10 森 　 國 義 長 嶋 良 夫

名　

細
中 村 　 功

1 小畠　啓史
2 猿 渡 勝 教
3 今 井 光 晴
4 間 下 福 二
5 宇津木一夫
6 村 上 照 芳
7 目 崎 景 子
8 清 水 郁 雄
9 中 村 　 功
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忘れずに
健康診断

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

大
好
評
だ
っ
た
講
習
会

　

今
年
度
も
、川
越
警
察
署
の
ご
協
力
に
よ
り
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

対
策
と
し
て
、「
自
転
車
乗
り
方
講
習
会
」
を
、
左
記
の
と
お
り
企
画
い
た

し
ま
し
た
の
で
、皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日 

平
成
28
年
７
月
28
日（
木
）

場　
　

所 

川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
２・
３
会
議
室

時　
　

間 

13
時
30
分
か
ら
2
時
間
程
度　

受
付
13
時
よ
り

定　
　

員 

40
名（
先
着
）

申
込
方
法 

７
月
22
日（
金
）ま
で
に
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
実
技
講
習
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

交
通
安
全
講
習
会（
自
転
車
）開
催

７
月
は

で
す

　

５
月
19
日
（
木
）、
川
越
警
察

署
交
通
課
講
師
１
名
、
埼
玉
県
ト

ラ
ッ
ク
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
員
５

名
の
下
で
交
通
安
全
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
課
講
師
の

方
の
熱
心
な
講
義
に
加
え
、
交
通

安
全
体
験
車
「
サ
イ
ト
く
ん
」
に

よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
改
め
て
事
故
防
止
の
重
要
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
で
も
普
段

使
わ
な
い〝

動
体
視
力
〞
と
い

う
言
葉
が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

講
師
の
皆
様
、
そ
し
て
、
ご
参
加

頂
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
あ
り
が

発生年月日 性別・年齢 事故区分 事　故　状　況

傷害 28.5.12 女性 72歳 就業途上 就業先の駐車場に駐車しようとしたところ誤って車止めを越えて後方の施設に
衝突し、首を痛めたもの。

傷害 28.5.14 男性 70歳 就業中 清掃作業中、床が濡れていた為、足を滑らせ右肘をついてしまい右腕を打撲したもの。

物損 28.4.27 男性 70歳 就業中 就業走行中、左前方同じく走行中の自転車がふらついていたため、避けようと
して車両右サイドミラーを生垣にぶつけ破損させたもの。

交
通
安
全
講
習
会

健
康
管
理
教
室

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
エ
ア
バ
ッ
ク
を
使
っ
て

の
車
の
衝
撃
を
身
近
に
見
て
車
が

逆
さ
に
な
っ
て
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
骨
盤
に
止
め
て
い
れ
ば
、
足
も

手
も
ハ
ン
ド
ル
か
ら
離
れ
て
い
て

も
人
間
は
、
車
の
外
に
は
放
り
出

さ
れ
な
い
こ
と
を
各
自
、
実
際
に

体
験
し
、良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

（
安
全
委
員
会　

浦
野
）

◎
５
月
26
日
（
木
）

 

セ
ン
タ
ー
第
２
・
３
会
議
室

　

今
回
の
教
室
は
福
祉
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
打
林
先
生
よ
り
健
康
体

操
を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
老
化
は

筋
肉
の
低
下
で
始
ま
る
が
、
筋
力

強
化
の
健
康
体
操
を
や
る
こ
と
に

よ
っ
て
先
送
り
で
き
る
、
と
の
事
。

　

細
い
ゴ
ム
ロ
ー
プ
を
使
っ
た

足
、
腰
の
運
動
。
足
の
親
指
、
小

指
を
交
互
に
動
か
す
運
動
。
椅
子

か
ら
片
足
で
起
立
す
る
運
動
な
ど

な
ど
、
１
日
５
分
で
も
10
分
で
も

継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
よ
、

と
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
指

導
で
笑
い
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

足
が
つ
る
と
は
脱
水
が
原
因
と

言
い
ま
す
。
人
は
１
日
に
２
ℓ
の

水
分
補
給
が
必
要
で
、
そ
れ
も
ガ

ブ
飲
み
は
ダ
メ
で
何
回
も
分
け
て

摂
取
す
る
こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

カ
フ
ェ
イ
ン
は
利
尿
作
用
が
あ
り

効
果
は
な
い
こ
と
、
脱
水
は
冬
で

も
起
き
る
こ
と
が
あ
り
、
注
意
が

肝
要
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
安
全
委
員
会　

大
塚
）

忘れずに
健康診断

　毎年市役所より送付されて
おります健康診断はお済で
しょうか。各自健康を見直す
時期に来ております。忘れず
に健康診断をし、結果をセン
ターにご報告お願いします。

アクセルとブレーキの踏み間違いがテレビのニュースなどで流れておりますが、
いま一度落ち着いて運転をしていただければと思います。（安全委員会）

平成28年度 会員の事故発生状況

74歳までの人は…
特定健康診査
○セットＡ（血液検査など基本項目）
　【料金】無料
○セットＢ（基本項目+心電図など）
　【料金】500円
○セットＣ（人間ドック）
　【料金】13,700 円

75歳以上の人は…
後期高齢者医療健康診査
　【料金】無料
人間ドック
　【料金】10,000 円

基本 目）

円

交通安全講習会

健康管理教室
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清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

会
員
作
品
展

接
遇
向
上
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　
「
川
越
ま
つ
り
」に
訪
れ
る
お
客
様
の
為
に
、ま
つ
り
開
催
前
の
主
要
道
路
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。こ
の
活

動
に
参
加
で
き
る
方
は
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
28
年
10
月
13
日（
木
）午
前
９
時
よ
り
１
時
間
程
度

　
　
　
　

※
小
雨
決
行

場　

所　

①
ク
レ
ア
モ
ー
ル　

②
中
央
通
り　

③
一
番
街
・
鐘
つ
き
通
り

　
　
　
　

④
高
沢
橋
通
り
・
本
町
通
り
・
初
雁
城
通
り

　

毎
回
好
評
の
会
員
作
品
展
を
開
催
致

し
ま
す
。絵
画
・
書
・
写
真
・
造
形
・
手
芸
品
・

絵
手
紙
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
盆
栽
等
の
作
品
を
ふ
る
っ
て
出
品

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

平
成
28
年
11
月
11
日（
金
）・
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

申
込
期
間　

平
成
28
年
８
月
３
日（
水
）〜
10
月
20
日（
木
）

出
展
要
綱　

セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ザ
ー
開
催

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ザ
ー
の
出
店
者

を
募
り
ま
す
。詳
細
は
左
記
の
通
り
で
す
。

● 

出
店
資
格
は
、個
人
・
団
体
と
も
に
、シ
ル

バ
ー
会
員
に
限
り
ま
す
。

●
出
店
料
は
無
料
で
す
。

●
飲
食
物
は
禁
止
で
す
。

● 

出
店
希
望
者
は
、８
月
３
日（
水
）よ
り
事

務
局
に
て
受
け
付
け
ま
す
。（
先
着
順
）

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

会
員
作
品
展

　

就
業
先
で
お
客
様
と
の
や
り
取
り
で
、
困
っ
た
こ
と
や
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
に
も
ク
レ
ー
ム
の
電
話
を
頂
く
な
ど
、
最
近

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
接

遇
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
当
日
は
就
業
先
で
の
体
験
談
や
グ
ル
ー
プ
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
日
頃
あ
ま
り
気
に
も
し
て
い
な
い
言
葉
遣
い
や
対
応
な

ど
、ま
た
ク
レ
ー
マ
ー
の
対
処
法
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し
て
み
ま
し
ょ
う
。今
後
の

就
業
に
役
立
て
る
よ
う
接
遇
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

テ
ー
マ　

さ
わ
や
か
就
業
の
た
め
の
研
修

日　

時　

平
成
28
年
８
月
23
日（
火
）午
後
１
時
30
分
よ
り

会　

場　

川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
２・
３
会
議
室　
　

定　

員　

32
名（
先
着
）

観
光
案
内

グ
ル
ー
プ

創
立
30
周
年

　
「
観
光
案
内
グ
ル
ー
プ
」
は
今

年
で
創
立
30
周
年
を
迎
え
、
そ
の

記
念
と
し
て
川
越
市
観
光
課
、
観

光
協
会
、
ガ
イ
ド
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を

迎
え
、「
創
立
30
周
年
記
念
講
演
・

座
談
会
」
を
５
月
23
日
に
行
い
ま

し
た
。

　

１
部
は
、
観
光
案
内
グ
ル
ー
プ

第
２
代
リ
ー
ダ
ー
、
楠
川
雅
之
さ

ま
の
「
観
光
班
の
歩
み
」
の
講
演

が
あ
り
、
先
輩
達
の
、
創
立
当
時

の
ご
苦
労
や
、
川
越
観
光
へ
の
熱

い
情
熱
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
部
は
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
先
輩
達
と
の
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
当
時
の
思
い
出
や

こ
れ
か
ら
私
達
ガ
イ
ド
へ
の
助
言

30
周
年
を
迎
え
て

鷺
谷 

智
意
子

な
ど
に
話
が
進
み
、

大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

中
で
も
、
最
高
齢

１
０
４
歳
の
谷
島
さ

ん
が
、
現
役
時
代
、

ガ
イ
ド
中
に
お
客
様

に
披
露
し
た
と
云
う

「
ら
か
ん
さ
ん
」
の

唄
を
聞
か
せ
て
く

れ
、
そ
の
声
の
力
強

さ
に
感
動
し
ま
し

た
。

　

私
達
、
シ
ル
バ
ー

世
代
は
ま
だ
ま
だ
頑

張
れ
る
と
い
う
自
信

と
パ
ワ
ー
を
貰
い
ま

し
た
。

接
遇
向
上
研
修
会
の
お
知
ら
せ

30周年を迎えての懇談会

品
・
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事
務
局
職
員
人
事

本
年
度
も
８
月
よ
り
全
６
回
の

日
程
で
筆
耕
講
習
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
事
務

局 

川
田
ま
で

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

筆
耕
講
習
会
開
催
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
に
て
募
っ
て
お
り
ま

し
た
熊
本
地
震
へ
の
支
援
金
は

総
額
が
１
６
、５
６
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
６
月
24
日
付
け
に
て

益
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
振

り
込
み
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

配分金支払日
木
村
勝
吉
様 

（

北
３
班
）

荻
原
喜
一
様 

（
高
階
９
班
）

青
木
広
治
様 

（
福
原
２
班
）

古
井
戸 

滋
様 

（
霞
ヶ
関
７
班
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃　

報

事業実績（受注件数）

28/3 28/4 28/5

公　 共 82 78 83

公社公団 21 20 23

民間事業所 346 342 354

独自事業 170 38 52

一般家庭 49 167 195

計 668 645 707

事業実績（契約金額） （単位：千円）

月　別 28/3 28/4 28/5

前年度 78,200 77,665 78,048

当年度 78,994 80,657 80,838

前年比 101.0% 103.9% 103.6%

累　計 28/3 28/4 28/5

前年度 921,887 77,665 155,713

当年度 942,984 80,657 161,495

前年比 102.3% 103.9% 103.7%

６
月
就
業
分
…
７
月
25
日（
月
）

７
月
就
業
分
…
８
月
25
日（
木
）

８
月
就
業
分
…
９
月
26
日（
月
）

９
月
就
業
分
…
10
月
25
日（
火
）

退
職
職
員
紹
介

蒲
谷
晴
通
（
民
間
業
務
担
当
）

畑
田
泰
子
（
個
人
・
家
庭
担
当
）

 
【
平
成
28
年
６
月
30
日
付
】

新
職
員
紹
介

坂
本
健
次
（
民
間
業
務
担
当
）

 

【
平
成
28
年
６
月
22
日
付
】

神
山
レ
イ
子
（
個
人
・
公
共
担
当
）

櫻
井
暢
子
（
民
間
業
務
担
当
）

 

【
平
成
28
年
７
月
１
日
付
】

●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　

来
る
平
成
28
年
９
月
30
日
で
就
業
満
了
会
員
の
で
る
業
務
に
つ
い

て
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務 
※
詳
細
は
添
付「
就
業
情
報
一
覧
」を
参
照

２　

募
集
期
間 
７
月
28
日（
木
）〜
８
月
３
日（
水
）
ま
で

３　

面
接
日 

 

①
通
常
公
共
的
業
務

 

　

平
成
28
年
８
月
25
日（
木
）

 

②
指
定
管
理
者
業
務

 

　

平
成
28
年
８
月
18
日（
木
）

４　

採
否
通
知 

８
月
末
頃

５　

就
業
開
始 

平
成
28
年
10
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法 

① 

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就

業
場
所
を
表
示
し
ま
す
。

 

② 

希
望
者
は
内
容
を
確
認
し
て
、
事
務
所
に
あ
る

応
募
用
紙
に
記
入
し
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
９
時
〜
16
時
）
を
設
け
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　

①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　

②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
募
集　

公
共
的
業
務

公
共
的
業
務

募
集
募
集　

民
間
業
務

民
間
業
務

詳
細
に
つ
き

6月15日に開催された第５回平成28年度定時総

会において、 会員会費の改定が承認されました。

これに伴い、正会員会費は次のとおりとなります

のでご了承ください。

毎週木曜日（９時～11時30分）に、就業相談会を、
センターの就業相談コーナーにて実施していま
す。会員の皆様のご利用をお待ちしております。

正会員会費額の改定について

就業対策委員会からのお知らせ

該 当 年 度 金 額
平成28年度 1,200円
平成29年度 2,000円
平成30年度以降 2,500円
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①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
８
月
末
日　

郵
送
可

　

 

10
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④ 

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　

川
越
の
シ
ル
バ
ー
が
誇
る
独
自

事
業
の
ひ
と
つ
、
観
光
案
内
グ

ル
ー
プ
は
、
今
年
、
創
立
30
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
５
月
23
日
に
、
セ
ン
タ
ー
で
、

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
ま
し
た
が
、表
紙
の
写
真
は
、

そ
の
時
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

蛍
火
の
闇
を
羅
漢
の
深
眠
り

青
蔦
や
礼
拝
堂
の
旧
り
ま
さ
る

酒
蔵
の
中
に
井
戸
あ
る
涼
し
さ
よ

肋
な
る
苦
行
釈
迦
像
座
し
炎
暑

滝
音
の
や
が
て
河
岸
へ
の
風
と
な
り

〈
南
５
班
〉
髙
瀬 

チ
エ
子

俳
句

〈
高
階
７
班
〉
宮
本 

秀
治

絵
画

〈
名
細
３
班
〉
高
草
木 

進

絵
画

縁
む
す
び
風
鈴
の
音
色
さ
や
か
に

願
ふ
少
女
へ
そ
っ
と
風
寄
る

〈
南
５
班
〉
髙
瀬 

チ
エ
子

短
歌

〈
福
原
２
班
〉

土
屋　

操

絵
て
が
み

〈
南
４
班
〉

斉
藤 

八
重
子

絵
て
が
み

さいたま市内　神社にて

古代蓮 鯵の干物

伊佐沼の花火

電話機

〈
南
古
谷
３
班
〉
仲
野 

国
男

写
真
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